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プロフィール

 1999年2月25日富山県新湊市（現：射水市）生まれ。

 祖父、父の影響で4歳より祭りに参加する。

 射水市立放生津小学校に入学し、祭礼伝統継承のクラブ活動にて横笛の練習をす
る。

 高校卒業後、富山国際大学に入学し地域社会学にて祭礼と地域社会について研究
をする。

 2020年11月1日、越中祭青年会を発足する。

 2021年10月1日、新湊地域魅力創出プロジェクトチーム発足する。



富山県内の祭礼行事

山・鉾・屋台行事
新湊曳山まつり

伏木曳山祭りなど

獅子舞行事

射水、氷見、高岡、砺波
等で行われる獅子舞行事

伝統行事
越中八尾おわら風の盆

御印祭など



全国各地の祭礼が抱える地域課題

 少子高齢化や過疎化による担い手不足。

 維持管理における費用面の問題。

 コロナ禍における祭りの在り方の変化、また祭り離れの深刻
化。

 気候変動による祭りの開催時期の変更の検討など



“

”
越中祭青年会の発足へ



新湊地区・伏木地区青年交流会



越中祭青年会の取り組み

定期総会における意見交換会 曳山囃子や祭り囃子の継承



各地祭礼参加への協力

となみ夜高まつり 氷見祇園大祭



SNSでの情報発信



富山×石川の垣根を超えた伝統継承の在り方



祭りが持つ地域社会の役割

 人と人の繋がりや地域のコミュニティの役割を担う。

 地元以外の方が地域を知るきっかけ。

 地域の活性化、また観光資源としての一面。

 地域経済への、影響。

 人々の祈りの場。



“

”

稼ぐ観光と祭り①
〜ヨバレおもてなし〜



“

”

稼ぐ観光と祭り②
〜ナイトクルーズ観光と獅子舞〜



“

”

稼ぐ観光と祭り③
〜地域の商品価値を知る〜



“

”
持続可能な祭りと観光



”

“
ご清聴ありがとうございました。


